
第１１回 資源循環型施設建設候補地選定委員会 次第 

 

                     日 時：平成１８年 ５月２３日（火） 

                         午後１時３０分 

                     場 所：清浄園 ２階 会議室 

 

１ 開  会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 自己紹介 

 

 

４ 議題 

 

 （１）建設可能区域からの候補地の抽出図、航空写真・・・・・・・・（資料１、２） 
 
 

 （２）候補地の評価について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（資料３） 
 
 

 （３）余熱利用施設について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（資料４） 
 

 

５ その他 

    次回委員会について 

 

 

６ 閉  会 
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候補地の評価項目として優先する項目 

評価項目 評価基準の考え方 具体的な

車両通行の影響 
車両通行の影響の程度を基準に

評価する。 

現状のアクセス道路

（約 300 台／日）の

響する度合を評価す

生物への影響 

貴重な生物が生息しているまた

は近くに生息しているかどうか

などの状況を基準に評価する。

絶滅危惧種（ⅠA,Ⅰ

息しているか、また

で評価する。 

生
活
・
自
然
環
境 放流先の環境基

準類型・漁業

権・水利権 

無指定であるか、Ａ類型、AA 類

型指定があるかなどを基準に評

価する。 

放流先の類型指定、

有無、類型指定、漁

る河川までの距離等

周辺住宅等状況 
近隣の住宅等の密集度を基準に

評価する。 

一定距離内の住宅密

近い住宅までの距離

公共施設の位置 

除外区域とされる公共施設（学

校、幼稚園、保育園、病院）か

らの距離を基準に評価する。 

一定距離内の公共施

近い公共施設までの

する。 

周
辺
環
境 

文化財の位置 
隣接する状況を基準に評価す

る。 

一定距離内の文化財

も近い文化財までの

する。 

都
市
基
盤 

都市基盤整備状

況（道路、下水

道、上水道） 

基盤整備されている状況を基準

に評価する。 

候補地まで既存道路

の排水区域であるか

能かなどの条件をど

評価する。 

土
地
利
用

土地利用計画 
将来の土地利用計画との整合性

を評価する。 

市町村の土地利用計

タープランの中に将

画があるか、無いか

土
地
取
得

周辺土地利用等

への影響 

周辺土地利用等への利便性や環

境改善効果の状況を基準に評価

する。 

道路整備による効果

用効果、不法投棄や

果等により評価する

災
害
危
険 

流域面積の大き

さ 

流域面積の大きさを基準に評価

する。 

森林部の開発にあた

備の要件となる後背

度で評価する。（森林

える。） 

総運搬距離 総運搬距離を基準に評価する。

字別の収集車両数に

心の距離を乗じ、そ

さで評価する。 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

余熱利用 
余熱利用の可能性を基準に評価

する。 

余熱が利用できる周

象施設までの距離等

 - 1 - 
評価基準 

の状況が収集車両

増加により生活に影

る。 

B,Ⅱ）がどの程度生

、生息地までの距離

漁業権及び水利権の

協権及び水利権があ

で評価する。 

集状況、または最も

等により評価する。

設の数、または最も

距離等により評価

の大きさ、または最

距離等により評価

が使えるか、下水道

、上水道の利用が可

の程度満たすかで

画や都市計画マス

来的な土地利用計

で評価する。 

、未利用地の有効利

無秩序開発の抑制効

。 

って、防災調整池整

流域の大きさの程

以外は対象外と考

字中心と候補地中

の総運搬距離の大き

辺施設の有無や対

により評価する。 

資料３－１
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候補地の評価項目として優先する項目 

評 価 ラ ン ク 
評価項目 配点 

Ａ(1.0) Ｂ(0.5) Ｃ(0.25) 

車両通行の影響  

交通量の増加割合

が１０％未満であ

る 

交通量の増加割合

が１０％以上、２

０％未満である 

交通量の増加割合

が２０％以上であ

る 

生物への影響  

天然記念物または

絶滅危惧種の生息

地が１km 以内にな

い 

天然記念物または

絶滅危惧種の生息

地が 500ｍ以上、１

km 未満にある 

天然記念物または

絶滅危惧種の生息

地が 500ｍ未満にあ

る 

生
活
・
自
然
環
境 放流先の環境基

準類型・漁業

権・水利権 

 

類型指定や漁業権

がない 

類型指定または漁

業権がある 

類型指定と漁業権

がある 

周辺住宅等状況  
半径 500m 以内に集

落がない 

半径 200m 以上 500m

未満に集落がある 

半径 200m 未満に集

落がある 

公共施設の位置  

半径 500m 以内に公

共施設がない 

半径 500m 以内に公

共施設が１ヶ所あ

る 

半径 500m 以内に公

共施設が複数ある 

周
辺
環
境 

文化財の位置  
半径 500m 以内に文

化財がない 

半径 500m 以内に文

化財がある 

候補地に隣接して

文化財がある 

都
市
基
盤

都市基盤整備状

況（道路、下水

道、上水道） 

 

候補地に隣接して

下水道、上水道があ

る 

候補地に隣接して

上水道がある 

候補地に隣接して

下水道、上水道のい

ずれもない 

土
地
利
用 

土地利用計画  

土地利用計画はな

い 

使用目的が決めら

れているが、目的通

りの使用が成され

ていない 

使用目的が決めら

れている 

土
地
取
得

周辺土地利用等

への影響 
 

未利用地の有効利

用や無秩序開発の

抑制効果等が大き

い 

－ 未利用地の有効利

用や無秩序開発の

抑制効果等がない 

災
害
危
険

流域面積の大き

さ 
 

後背流域が無い 後背流域が 20ha 未

満である 

後背流域が 20ha 以

上である 

総運搬距離  

総運搬距離が 20 万

km 未満である 

総運搬距離が 20 万

km 以上、25 万 km 未

満である 

総運搬距離が 25 万

km 以上である 
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

余熱利用  

近隣に余熱を提供

できる施設がある 

－ 近隣に余熱を提供

できる施設がない 

合 計   
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3 9-1 9-2 10 11-1 11-2 12 14 15-1 15-2 16-1 16-2 21 24-1 24-2
搬入道路となる浅間サ
ンラインの交通量は
13,503台で収集車によ
る増加割合は2.22％と
なる。

アクセス道路となる東
部望月線の交通量は
8,503台で収集車によ
る増加割合は3.53％と
なる。

アクセス道路となる東
部望月線の交通量は
8,503台で収集車によ
る増加割合は3.53％と
なる。

アクセス道路となる丸
子北御牧東部線の交通
量は928台で収集車に
よる増加割合は32.3％
となる。

芦田大屋線の交通量は
5,165台で収集車によ
る増加割合は5.81％と
なる。アクセス道路は
千曲川左岸広域農道と
なり、増加割合は同程
度と考えられる。

芦田大屋線の交通量は
5,165台で収集車によ
る増加割合は5.81％と
なる。アクセス道路は
千曲川左岸広域農道と
なり、増加割合は同程
度と考えられる。

アクセス道路となる芦
田大屋線の交通量は
5,165台で収集車によ
る増加割合は5.81％と
なる。

アクセス道路は幅員
5.5m以上の市道とな
り、増加割合は20％を
超えると考えられる。

アクセス道路は幅員
5.5m以上の市道とな
り、増加割合は20％を
超えると考えられる。

アクセス道路は幅員
5.5m以上の市道とな
り、増加割合は20％を
超えると考えられる。

別所丸子線の交通量は
7,645台で収集車によ
る増加割合は3.92％と
なる。

別所丸子線の交通量は
7,645台で収集車によ
る増加割合は3.92％と
なる。

アクセス道路となる国
道143号の交通量は
9,415台で、収集車に
よる増加割合が3.19％
となる。

アクセス道路となる国
道18号の交通量は
20,746台で収集車によ
る増加割合は1.45％と
なる。

アクセス道路となる上
田丸子線の交通量は
20,661台で収集車によ
る増加割合は1.45％と
なる。

A A A C A A A C C C A A A A A
特になし 特になし 特になし 特になし 隣接する八重原台地一

帯（旧北御牧村）に東
御市指定天然記念物の
オオルリシジミ（平成
17年12月指定）が生息
している。

隣接する八重原台地一
帯（旧北御牧村）に東
御市指定天然記念物の
オオルリシジミ（平成
17年12月指定）が生息
している。

東側約400ｍの位置に
絶滅危惧種Ⅱ類の鳥類
（ヨタカヨタカ科）が
生息している。

特になし 西側約70mにある砂原
池には上田市指定の天
然記念物（平成18年2
月21日指定）のトンボ
（マダラヤンマ）が生
息する。

西側約700mにある砂原
池には上田市指定の天
然記念物（平成18年2
月21日指定）のトンボ
（マダラヤンマ）が生
息する。

特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

A A A A C C C A C B A A A A A
放流先となる神川はＡ
類型で、内共第１号の
内水面漁業権が設定さ
れている。

放流先となる千曲川は
Ａ類型で、内共第１号
の内水面漁業権が設定
されている。

放流先となる千曲川は
Ａ類型で、内共第１号
の内水面漁業権が設定
されている。

放流先となる千曲川は
Ａ類型で、内共第１号
の内水面漁業権が設定
されている。

放流先となる塩川沢川
には類型指定及び内水
面漁業権はない。

放流先となる塩川沢川
には類型指定及び内水
面漁業権はない。

放流先となる塩川沢川
には類型指定及び内水
面漁業権はない。

放流先となる深山沢に
は類型指定及び内水面
漁業権はない。

放流先となる谷ノ口川
には類型指定及び内水
面漁業権はない。

放流先となる唐沢には
類型指定及び内水面漁
業権はない。

放流先となる三郎川に
は類型指定及び内水面
漁業権はない。

放流先となる三郎川に
は類型指定及び内水面
漁業権はない。

放流先となる浦野川は
Ａ類型で、内共第１号
の内水面漁業権が設定
されている。

放流先となる千曲川は
Ａ類型で、内共第１号
の内水面漁業権が設定
されている。

放流先となる千曲川は
Ａ類型で、内共第１号
の内水面漁業権が設定
されている。

C C C C A A A A A A A A C C C
候補地から500m以内に
は東側台地に漆戸、南
側に林之郷の集落があ
る。200m以内には神川
対岸に野竹の集落があ
る。

候補地から500m以内に
は南東側に島川原の集
落がある。

候補地から500m以内に
は、北西側に城ノ前の
集落、西側に羽毛山の
集落がある。200m以内
には信越本線を挟んで
北側に加沢の集落があ
る。

候補地から500m以内に
は、東側に牧ノ原の集
落がある。200m以内に
は東側に羽毛山の集落
がある。

候補地から500m以内に
は集落は無い。

候補地から500m以内に
は、南東側に浦久保の
集落がある。

候補地から500m以内に
は、北側に練合の集落
がある。200m以内には
北東側に藤原田の集落
がある。

候補地から500m以内に
は住宅と混在した別荘
地がある。

候補地から500m以内に
は集落は無い。

候補地から500m以内に
は集落は無い。

候補地から500m以内に
は集落は無い。

候補地から500m以内に
は集落は無い。

候補地から500m以内に
は、東側に横山、北西
に仁古田の集落があ
る。200m以内には南東
側に保野の集落があ
る。

候補地周辺は、市街地
となっている。

候補地周辺は、市街地
となっている。

C B C C A B C B A A A A C C C
半径500m以内に公共施
設はない。

半径500m以内に公共施
設はない。

半径500m以内に公共施
設はない。

半径500m以内には公共
施設はない。

半径500m以内には公共
施設はない。

半径500m以内には公共
施設はない。

半径500m以内には公共
施設はない。

半径500m以内には公共
施設はない。

半径500m以内には公共
施設はない。

半径500m以内には公共
施設はない。

大学、公共施設等が隣
接し、最も近くにある
長野県工科短期大学ま
では約400ｍとなって
いる。

大学、公共施設等が隣
接し、最も近くにある
長野県工科短期大学ま
では約300ｍとなって
いる。

半径500m以内に病院が
あり、病院までの距離
は約160ｍである。

半径500m以内には公共
施設はない。

半径500m以内には公共
施設はない。

A A A A A A A A A A B B B A A
候補地から500m以内に
指定文化財は無い。

候補地から500m以内に
指定文化財は無い。

候補地から500m以内に
指定文化財は無い。

候補地から500m以内に
指定文化財は無い。

候補地から500m以内に
指定文化財は無い。

候補地から500m以内に
指定文化財は無い。

候補地から500m以内に
指定文化財は無い。

候補地から500m以内に
指定文化財は無い。

候補地から500m以内に
指定文化財は無い。

候補地から500m以内に
指定文化財は無い。

候補地から500m以内に
指定文化財は、南東側
に３ヶ所(旧宣教師
館、塚穴古墳、塚穴原
第一号古墳)ある。

候補地から500m以内に
指定文化財は、西側に
３ヶ所(旧宣教師館、
塚穴古墳、塚穴原第一
号古墳)ある。

候補地から500m以内に
指定文化財は、南側に
１ヶ所(保野塩野神社
廻り舞台)ある。

候補地から500m以内に
指定文化財は無い。

候補地から500m以内に
指定文化財は無い。

A A A A A A A A A A B B B A A
浅間サンラインに隣接
し、公共下水道の排水
区域となっていない。
候補地の中央にφ
100mm、東側の道路に
φ250mmの水道管あ
り。

東部望月線と候補地の
間に信越本線がとお
る。また、公共下水道
の区域とはなっていな
いが東側に公共下水道
整備区域が隣接する。
工業団地の中央の道路
にφ100mmの水道管あ
り。

東部望月線と候補地の
間に信越本線がとお
る。また、公共下水道
の区域とはなっていな
いが北側に公共下水道
整備区域が隣接する。
工業団地の南側の道路
にφ100mmの水道管あ
り。

丸子北御牧東部線が隣
接している。公共下水
道の集水区域にはなっ
てなく、集水区域は千
曲川を挟んだ対岸とな
る。工業団地の南側の
道路にφ100mmの水道
管あり。

千曲川左岸広域農道に
隣接しており、公共下
水道は近くにない。工
業団地内の道路にφ
150mmの水道管あり。
上流側約450ｍの位置
に工業用の井戸があ
る。

千曲川左岸広域農道に
隣接しており、公共下
水道は近くにない。工
業団地内の道路にφ
150mmの水道管あり。
上流側約360ｍの位置
に工業用の井戸があ
る。

芦田大屋線から100ｍ
西側へ入った位置にあ
り、公共下水道なし。
候補地北側の道路に候
補地の西側半分までφ
200mmの水道管あり。
近くの配水池から取水
は可能。

幅員5.5m以上の市道に
隣接しており、公共下
水道の集水区域はな
い。沢を挟んで西側の
尾根部に湧水がある。
候補地東側の道路に別
荘地開発のために設置
したφ200mmの水道管
あり。

幅員5.5m以上の市道に
隣接しており、公共下
水道なし。水道管な
し。

幅員5.5m以上の市道に
隣接しており、公共下
水道なし。水道管な
し。

幅員5.5m以上の市道に
隣接しており、公共下
水道なし。候補地南側
の道路にφ250mmの水
道管あり。

幅員5.5m以上の市道に
隣接しており、公共下
水道なし。候補地南側
の道路にφ250mmの水
道管あり。

候補地は国道143号か
ら600ｍ南側にあり、
農業集落排水の集水区
域は隣接するが公共下
水道なし。横山池の南
側の道路にφ75mmの水
道管あり。

国道18号、都市計画道
路、堤防道路等が隣接
し、公共下水道の集水
区域となっている。候
補地北側の道路にφ
100mmの水道管が２本
あり。

上田丸子線、都市計画
道路、堤防道路等が隣
接し、公共下水道の集
水区域となっている。
食肉衛生検査所の北側
の道路にφ300mmの水
道管あり。

B B B B B B B B C C B B B A A
豊殿産業団地として売
却予定。希望業種:製
造業、流通業、研究開
発機関、医療福祉関
係。

南西側は上川原工業団
地、その他は水田もし
くは畑に利用されてい
る。

水田もしくは畑に利用
されている。

工業団地として造成。 工業団地として造成。 工業団地として造成。 特になし 森林公園として利用す
る予定。

特になし 特になし 平成８年３月に作成し
た国土利用計画に中で
は東山周辺開発拠点
ゾーンとして住宅、学
園、頭脳集積型産業、
文化施設等を整備する
こととなっている。

平成８年３月に作成し
た国土利用計画に中で
は東山周辺開発拠点
ゾーンとして住宅、学
園、頭脳集積型産業、
文化施設等を整備する
こととなっている。

特になし 都市計画用途地域指定
がある

都市計画用と地域指定
がある

B B B B B B A C A A B B A B B
公設民営の卸団地移転
計画地として造成され
たが、移転計画が無く
なった。そのため、施
設整備により土地の有
効利用が図れる。

工業団地の有効利用が
図れる。

現状の土地利用が農地
であるため、利便性や
環境改善等の利点は特
にない。

敷地は現在未利用地と
なっている。そのた
め、施設整備により土
地の有効利用が図れ
る。

敷地は現在未利用地と
なっている。そのた
め、施設整備により土
地の有効利用が図れ
る。

敷地は現在未利用地と
なっている。そのた
め、施設整備により土
地の有効利用が図れ
る。

現在部分的にマレット
ゴルフ場として利用さ
れており、施設整備に
よる効果は特に考えら
れない。

候補地内及び候補地の
南側は別荘地となって
いるため、環境への配
慮がより厳しくなると
考えられる。

候補地内及び周辺には
廃材置き場等が点在す
ることから、施設の整
備により不法投棄や無
秩序な開発行為の抑制
となる。

候補地内及び周辺には
廃材置き場等が点在す
ることから、施設の整
備により不法投棄や無
秩序な開発行為の抑制
となる。

施設を環境教育の施設
として位置付ければ土
地利用計画にマッチし
た施設となる。

施設を環境教育の施設
として位置付ければ土
地利用計画にマッチし
た施設となる。

造成を行った泉池の有
効利用が図れる。

周辺は市街地のため、
土地利用の影響は認め
られない。

周辺は市街地のため、
土地利用の影響は認め
られない。

A A C A A A C C A A A A A C C
後背流域はない。 後背流域はない。 後背流域はない。 約37haの後背流域があ

る。
後背流域はない。 後背流域はない。 約５haの後背流域があ

る。
約11haの後背流域があ
る。

約19haの後背流域があ
る。

約26haの後背流域があ
る。

後背流域はない。 後背流域はない。 後背流域はない。 後背流域はない。 後背流域はない。

A A A C A A B B B C A A A A A
総運搬距離は
150,196kmとなる。

総運搬距離は
252,982kmとなる。

総運搬距離は
272,294kmとなる。

総運搬距離は
237,617kmとなる。

総運搬距離は
218,618kmとなる。

総運搬距離は
218,618kmとなる。

総運搬距離は
218,755kmとなる。

総運搬距離は
286,739kmとなる。

総運搬距離は
204,315kmとなる。

総運搬距離は
208,883kmとなる。

総運搬距離は
173,618kmとなる。

総運搬距離は
186,661kmとなる。

総運搬距離は
201,005kmとなる。

総運搬距離は
147,379kmとなる。

総運搬距離は
136,563kmとなる。

A C C B B B B C B B A A B A A
余熱を供給できる施設
は近隣にはない。

余熱を供給できる施設
は近隣にはない。

余熱を供給できる施設
は近隣にはない。

余熱を供給できる施設
は近隣にはない。

余熱を供給できる施設
は近隣にはない。

余熱を供給できる施設
は近隣にはない。

余熱を供給できる施設
は近隣にはない。

余熱を供給できる施設
は近隣にはない。

余熱を供給できる施設
は近隣にはない。

余熱を供給できる施設
は近隣にはない。

公共施設等への熱源提
供ができる。特に、自
然運動公園のプールに
温水提供が可能であ
る。

公共施設等への熱源提
供ができる。

余熱を供給できる施設
は近隣にはない。

余熱を供給できる施設
は近隣にはない。

余熱を供給できる施設
は近隣にはない。

C C C C C C C C C C A A C C C

都市基盤整備状況（下
水道、上水道）

文化財の位置

公共施設の位置

車 両 通 行 の 影 響
（１日当たりの収集車
の台数を300台とし、
12時間交通量との比較
を行う。）

放流先の環境基準類
型・漁業権

項　　目

土地利用計画

周
辺
環
境

生
活
・
自
然
環
境

土
地
利
用

周辺住宅等状況

候    補    地    評    価    表

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

等

総運搬距離

余熱利用

都
市
基
盤

土
地
取
得

災
害
危
険

周辺土地利用等への影
響

流域面積の大きさ

生物への影響
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（３）余熱利用施設について 

 

①焼却施設規模別場外余熱利用の用途事例 

規模（ｔ/24ｈ）

利用例 

50ｔ 

未満 

50ｔ 

～100ｔ

100ｔ 

～200ｔ

福祉施設等の公共施設 10 17 31

温水プール 0 2 18

保養施設 3 5 8

地区集会所・コミュニティーセンター 1 5 9

下水汚泥処理施設 0 0 5

園芸など 0 1 5

スポーツ関係施設 1 1 2

浴湯 1 3 4

地域給湯、暖房 2 1 1

文化関係施設 0 0 0

その他 0 3 4

※ 全国の 998 施設の実績 

 

②施設規模（100～200ｔ/24ｈ）を前提とした有効利用例 

規模（ｔ/24ｈ）

利用例 

有効利用例 

小規模な利用 

・福祉施設等の公共施設 

・保養施設 

・地区集会所・コミュニティーセンター

・浴湯 

・日常の給湯 

・お風呂 

・シャワー 

・室内暖房 

施設の規

用例を複

とは不可

積極的な利用 

・温水プール 

・下水汚泥処理施設 

・園芸など 

・スポーツ関係施設 

・地域給湯、暖房 

・文化関係施設 

・温水利用 

・室内冷暖房 

・温風利用 

施設の規

用例を複

とは不可

焼却施設

回収する

排水は下

放流を検

る。 

 

1 
資 料 ４

200ｔ 

以上 

合計 

51 109

80 100

22 38

13 28

16 21

11 17

13 17

2 10

4 8

6 6

14 21

留意点 

模から考えると利

数組み合わせるこ

能である。 

模から考えると利

数組み合わせるこ

能である。 

から多量の蒸気を

ため、焼却施設の

水道又は河川への

討する必要があ


